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本冊子に記載されている将来に関する記述は、現在までに入手可能な情報に基づく前提や予測等を
含んでおり、当社として確約や保証を行うものではありません。
これらの情報は、今後の様々なリスクや不確実な要素により大きく異なる結果となる可能性があり
ますことをご承知おきください。

この表紙の写真は 当社 千葉工場です。

東証第一部　4189

KHネオケムのアスリート支援

菊池萌水選手

ショートトラック・
スピードスケート
JOC 強化指定選手

　ＫＨネオケム所属の菊池萌水です。

　昨シーズンは、トレーニング期に体力とスピードを向上することができたのですが、試合

の結果に繋げていくには道具の調整やコンディショニングを改善していく必要があると

感じました。今シーズンはこの2つに加えてトップスピードの向上を目指します。そのため

には、「パワー=力×スピード」の強化が必要になるので、ウェイトトレーニングで力をつけ、

その力を氷上で活かす低い姿勢で滑れるように技術の反復練習をしています。今シーズンは

北京五輪のプレシーズンとなる大切なシーズンなので、気を引き締めて頑張ります。

　応援よろしくお願いします。

菊池選手からのメッセージ

　3月をもって2019-2020シーズンを終えた菊池選手は、現在もトレーニング
やナショナルチーム合宿での練習に励んでいます。今回は、北京五輪のプレ
シーズンとなる今秋に向け、昨シーズンの振り返りと今後の目標について、本人
からのメッセージをご紹介いたします。

Photo : Aflo Sport

　当社は2018年にショートトラック・スピード
スケートの菊池萌水選手と所属契約を締結し、
2022年北京五輪でのメダル獲得という目標
を全力でサポートしています。

Challenge
KH NeoChem     Moemi Kikuchi

多摩川沿いをロードバイクでトレーニング

ウェイトトレーニングの様子



下記ウェブサイトにて、最新のIR関係資料をご覧いただけます。

<http://www.khneochem.co.jp/ir/library/>

代表取締役社長

１株当たり中間配当金

〈１株当たり年間配当金（予想） 60円〉

連結業績ハイライト

配当金の状況

30円

当第２四半期
累計の
連結業績
ポイント

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が大きく影響

基礎化学品と機能性材料の国内外需要低迷に伴う販売数量減少により、 
 前年同期比で減収減益
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１株当たり配当金（円）

　新型コロナウイルス感染症により、亡くなられた

方々のご冥福をお祈り申しあげますとともに、罹患

された方々の一日も早い回復と感染の早期収束を

心よりお祈り申しあげます。

　また、株主の皆様には、日頃よりご高配を賜り厚く

御礼申しあげます。ここに第11期中間株主通信を

お届けいたします。

　2020年12月期第２四半期連結累計期間（2020年１月１
日から2020年６月30日まで）の当社を取り巻く環境は、新
型コロナウイルス感染症の世界的な流行を背景に世界経済
が急激に悪化し、個人の消費行動自粛の動きから自動車や家
電等の生産・販売とも大幅に減少いたしました。当社の事業
につきましても、その影響を色濃く受け、国内外の需要が大
きく低迷し、前期に比べ販売数量が大幅に減少いたしました。
加えて、原油・ナフサ価格が急落したことに伴い、一時的に高
コストの在庫を抱える等、厳しい状況が続きました。また、隔
年で実施する工場の大規模定期修繕が行われたことにより
修繕費が増加いたしました。
　これらの結果、当社グループの連結業績は、売上高372億
45百万円（前年同期比22.7%減）、営業利益23億89百万円

（同50.4%減）、経常利益24億21百万円（同52.1％減）、親会
社株主に帰属する四半期純利益16億93百万円（同52.2％
減）と減収減益となりました。
　このような状況に対し、当社グループでは引き続き新型コ
ロナウイルス感染症の感染防止に努めつつ、将来に向けた投

資等は着実に実行しながらも、適正な価格政策や徹底し
たコストコントロールによって、収益の確保に取り組ん
でまいります。
　なお、2020年度の通期連結業績予想は、売上高780億
円、営業利益65億円、経常利益67億円、親会社株主に帰
属する当期純利益50億円と見込んでおります。
　また、2020年度の中間配当金につきましては、当社の
配当基本方針や財務状況を総合的に勘案し、昨年度に引
き続き、１株当たり30円とさせていただきました。
　当社を取り巻く環境は厳しさを増しており、急激かつ
根底的な変化の時期に直面していますが、社会を支える
当社の製品を安定的に供給するとともに、より透明性の
高い経営を継続してまいります。
　株主の皆様には、今後もより一層のご支援を賜ります
よう、心よりお願い申しあげます。

2020年9月

トップメッセージ

中間 期末 年間

2020年
12月期 30 30

（予想）
60

（予想）

2019年
12月期 30 30 60

2018年
12月期 27 27 54
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下記ウェブサイトにて、「コーポレートレポート2020」をご覧いただけます。

　当社の冷凍機油原料は、環境に優しいエアコンに使用される潤滑油の原料として、地球温
暖化抑制に貢献しています。化粧品原料は、高級スキンケア化粧品等に利用されており、世
界中の人々のQuality of Life（QOL）向上に役立っています。

　当期の業績は、エアコン用の冷凍機油原料や化粧品原料のアジア需要が軟調に推移した
こと、海外市況の軟化等により販売数量、売上高、利益とも前年同期を下回りました。

　当期の業績は、国内外のテレワーク・5G関連の半導体向け需要が堅調に推移するなか、高
純度溶剤の売上が前年同期を上回ったこと等により販売数量、売上高は前年同期を上回りま
したが、子会社の販売並びに利益が弱含んだこと等により減益となりました。

　当期の業績は、自動車生産が大きく下振れる等国内外の需要が減退し低迷するとともに、
原油・ナフサ価格の急落や需要の弱さにより化学品市況が悪化し利幅の確保が難しい状況
が続いたこと等から販売数量、売上高、利益ともに前年同期を下回りました。

　半導体やディスプレイの製造プロセス向けに、当社が長年培ってきた蒸留技術、品質管理
技術等を駆使して製造された、不純物（異物や金属）の含有量が極めて少ない高純度溶剤等
を販売しています。

　当社の基盤となる技術を用いて製造する製品であり、自動車・住宅・電機等の産業分野の
塗料・インキ・ワイヤーハーネス等、さまざまな用途向けに販売しています。

※当社グループでは、上記の3事業以外に「その他」がありますが、売上高構成比率が１％とわずかであるため記載を省略しております。
※上記の3事業における「営業利益」の算出に当たっては、全社に共通する管理費用等を配分しておりません。

売上高 営業利益151億79百万円（前年同期比21.2%減） 27億54百万円（前年同期比29.6%減）

売上高 営業利益159億30百万円（前年同期比30.8%減） 1億91百万円（前年同期比87.6%減）

売上高 営業利益55億88百万円（前年同期比0.9%増） 7億66百万円（前年同期比4.7%減）

事業分野別情報

コーポレートレポート2020

トピックス

機能性材料

電子材料

基礎化学品

＜http://www.khneochem.co.jp/csr/pdf/khneochem_corporate_report_2020.pdf＞

（2020年12月期 第2四半期累計）

ステークホルダーへの積極的な情報開示

　ステークホルダーの皆様へ、よりわかりやすく当社の経営戦略、財務・資本

戦略をご紹介するため、コーポレートレポートを発行しております。大きくビ

ジネス環境が変化するなかで、当社が目指す姿「VISION 2030」の実現に向け

た企業価値の持続的向上への取組み状況をまとめております。

　コーポレートレポートは、ホームページにも公開しておりますので、是非、

ご一読いただき、当社へのご理解を深めていただく資料としてご活用いただ

ければ幸いでございます。

取締役 常務執行役員
濵本 真矢
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　当社は新たな社員寮を千葉県市原市に建設し、2020年３月よ

り利用を開始しております。24時間稼働している工場現場では、

朝に仕事が終わることもあり、生活サイクルを整えるのが難しく、

また、社員同士の交流も少なく

なりがちです。社員寮では食事

の提供や社員同士の交流を増

やす施設も完備されており、社

員の生活と多様な働き方を支

えています。

社員寮を建設、多様な働き方を支える

新型コロナウイルスの
感染拡大防止対策を徹底し、事業活動を継続

トピックス

大株主
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,362 9.06
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,901 7.82
THE CHASE MANHATTAN BANK 385036 2,576 6.94
東ソー株式会社 1,852 4.99
TAIYO FUND, L.P. 1,663 4.48
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505227 970 2.62
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505103 963 2.60
TAIYO HANEI FUND, L.P. 956 2.58
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 956 2.58
NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE UKDU UCITS CLIENTS 
NON LENDING 10 PCT TREATY ACCOUNT 870 2.35

※  日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社は2020年７月27日付で、株式会社日本カストディ銀行に
商号を変更しております。

所有者別株式分布状況

設立 2010年12月8日（前身の協和油化（株）は1966年11月に設立）

資本金 8,847百万円
事業内容 各種石油化学製品の開発・製造・販売
従業員数 829名（連結）
発行済株式総数 37,119,400株
株主数 5,652名

会社概要／株式の状況（2020年6月30日現在）

役員

　当第２四半期において、四日市工場、千葉工場では、2年に1度の法令で定められた大規模定期修繕を実施し、社員と

協力会社、合わせて延べ約3万3,000人が作業を行いました。

　特に本年度は検温とマスクの着用等、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めた結果、ひとりの罹患者も出すこと

なく、無事に大規模定期修繕を完遂することができました。

大規模定期修繕

　石油化学事業を展開している当社は、政府が公表する「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」において、

緊急事態宣言時においても事業の継続が求められている事業者として位置付けられております。国内外の人々の生活

にとって不可欠な素材を製造・販売していることを誇りに思い、その使命を果たすため、十分に感染拡大防止策を講じ

た上で、事業活動を継続し、安定的に製品を供給できるよう努めてまいります。

安定供給

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

配当基準日 期末配当金　12月31日
中間配当金　  6月30日

株主名簿管理人／
特別口座の口座管理機関

東京都中央区八重洲一丁目 2 番1号　
みずほ信託銀行株式会社

株式事務に関するご案内

お取扱窓口 お取引の証券会社等。特別口座管理の場合は、
特別口座管理機関のお取扱店。

特別口座管理機関お取扱店
みずほ証券及びみずほ信託銀行
フリーダイヤル 0120-288-324

（土・日・祝日を除く9:00～17:00）

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行及びみずほ銀行
（みずほ証券では取次のみとなります）

株主メモ

個人・その他 8.27％

その他国内法人13.16％
金融商品取引業者 1.24％

金融機関
31.85％

外国法人等
45.48％

執行役員

斎藤 誠司
緒方 利明
中橋 彰夫
近藤 佳明
清水 英樹
高橋 功
上村 朗

代表取締役社長
社長執行役員
髙橋 理夫

取締役
執行役員

磯貝 幸宏
社外取締役（独立）
宮入 小夜子

取締役
常務執行役員
濵本 真矢

取締役
常務執行役員
松岡 俊博

取締役
常務執行役員
新谷 竜郎

社外監査役（独立）
河合 和宏

社外取締役（独立）
菊池 祐司

社外取締役（独立）
土屋 淳

常勤監査役
大戸 德男

社外監査役（独立）
田村 恵子
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